









4 人に 1 人，2035（平成 47）年には 3 人に 1 人











せ，65 歳以上の孤立死は，多摩地区のある 50 万




































































































　1975（昭和 50）年 　2010（平成 22）年
男 女 計 男 女 計




学園東町１丁目 1,337 1,366 2,703
学園東町２丁目 1,483 1,381 2,864
学園東町３丁目 991 898 1,889
学園東町小計 5,458 5,107 10,565 4,837 4,768 9,605
仲町 3,978 3,697 7,675 4,561 4,451 9,012
天神町１丁目 1,558 1,217 2,775 2,467 2,441 4,908
天神町２丁目 712 709 1,421 931 946 1,877
鈴木町１丁目 3,071 3,153 6,224 4,779 4,669 9,448































　０～ 14 歳までを合計してみると，1975 年が
24.4％だったのに対し，2011 年統計では，わず


























0 ～ 4 歳 5 ～ 9 歳 10 ～ 14 歳 15 ～ 19 歳 20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 歳以上
1975 年 10.3 7.9 6.2 8.3 24.2 18.5 12.3 6.1 6.2
2011 年 3.2 3.6 4.3 4.9 13.3 13.1 15.0 12.2 30.4
表３　小平市全体での年齢構成別人口分布の推移 （％）
0 ～ 4 歳 5 ～ 9 歳 10 ～ 14 歳 15 ～ 19 歳 20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 歳以上
1975 年 10.3 8.8 6.2 9.8 22.4 19.0 11.6 6.3 5.7
2011 年 4.3 4.3 4.7 5.1 12.3 15.1 15.3 11.6 27.2
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60
定着し，２世代家族が 80 ～ 90％を占めているこ
とに変わりはない。
表４　家族形態の推移 　　（％）
2 世代家族 3 世代家族 N.A
1974 年 82 13 4












0 1 27 45 18 6
2011
年
0 1 34 45 14 7
子どもがいる世帯は，４人家族が最多であること
は変わりない。しかし，５人家族と３人家族では，















15.8 16.8 21.2 29 12.6 4.8
2011
年





































戸建て住宅 0 64 26 16 20 7 31 5 49 40 258
マンション 2 25 6 11 6 0 28 11 54 52 195
民間アパート 0 18 2 4 6 0 5 5 12 12 64
社宅 0 5 2 0 0 0 0 2 19 7 35
公営住宅 0 1 1 0 0 0 0 0 0 5 7
その他(　） 0 1 0 0 0 0 0 1 1 3 6
無回答・非該当 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 3
3 114 37 31 32 7 64 24 136 120 568





































7 14 22 27 25 5
2011
年






























6 11 29 45 9
2011
年






































1975（昭和 50）年に 3147 を数えていた事業所























1974 年 38 19 34 8 1





































図１   働いている母親の就労理由          （度数）
 ⑷ 母親の就労理由で“進む貧困化”は深刻











































































































    働いている母親の自由時間
        （労働・家事・育児・睡眠・食事などを除く）
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10 32 43 15 0
2011
年
51 36 10 2 2
　それにしても，いまの働く母親たちの生活に余
裕がなくなっていることは気になる。自分の時間




































15 54 28 3
2011
年















と，1974 年と 2011 年とではほぼ同じような傾向
を示している。しかし，断然トップの「周囲の事
情のため」働けないという回答の中身をみると，




















図２   周囲の事情の内容（度数）

































































































































































図２   周囲の事情の内容（度数）


























































































































































































5 時半 以前 6 時頃 6 時半頃 7 時頃 7 時半頃 8 時頃 8 時半頃 9 時以降 N.A
1974 年 9 26 15 15 12 10 0 4 10
2011 年 12 12 18 41 12 0 3 3 0
表 15　（朝食時刻）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
6 時半 以前 7 時頃 7 時半頃 8 時頃 8 時半頃 9 時以降 N.A
1974 年 20 7 13 17 12 16 15




表 16　母親の通勤に要する時間と子どもの登園時間 表 17　父親の週あたりの残業頻度
　⑶　親が忙しすぎるとき，乳幼児にもしわ寄せが ･･･
　　　就寝時間も早いはずがない
  2011 年調査では，母親の常勤率が 57％であっ
た，通勤時間が 1 時間以上が 30％を超え，30 分







表 18　夜の就寝時刻（乳児）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％） 
6 時以前 7 時頃 8 時頃 8 時半頃 9 時頃 9 時半頃 10 時頃 11 時頃 12 時頃 N.A
1974 年 3 10 20 9 20 7 6 10 1 13













































































































　　　平成 23 年から 25 年の 3 年間，「子どもの
人権を守る地域コミュニティづくりと就学前
保育についての縦断的研究」という研究課題
名で，科学研究費助成事業「基盤研究 C」の
助成を受け研究中（代表・草野篤子白梅学園
大学教授）
⒊　「小平市の人口」等　　小平市市民生活部市
民課発行
執筆者
佐野英司
（元・白梅学園大学子ども学部教授，
　教育・福祉研究センター嘱託研究員）
源　証香
（白梅学園短期大学保育科講師）
加藤洋子
（洗足こども短期大学教授）
草野篤子
（白梅学園大学子ども学部教授）
金田利子
（元・白梅学園大学子ども学部教授，
　東京国際福祉専門学校）
以上　子どもの人権を守る地域コミュニティづく
りと保育所のあり方に関する研究会会員
執筆協力者
子どもの人権を守る地域コミュニティづくりと 
保育所のあり方に関する研究会会員
調査集計分析協力者
平野綾子 氏（データ解析コンサルタント）
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